
※3ドクターカー・・・症状が重く、緊急を要する患者の救命率向上や、後遺症の軽減を目的として、医師、看護師や医療器材などを
救急現場に搬送する専用車のこと。

工藤 稔行
（公明党）

宇賀神 文雄
（社民党）

半貫 光芳
（統一）

ここがききたい!　一般質問
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救
急
現
場
で
の
救
命
率

向
上
の
た
め
に
、
救
急
救
命

士
制
度
や
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が

導
入
さ
れ
、
救
命
効
果
は
飛

躍
的
に
向
上
し
た
。
し
か
し
、

悪
天
候
時
な
ど
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
を
運
用
で
き
な
い
場
合

も
あ
る
。

　
こ
れ
を
補
う
有
効
な
手
段

と
し
て
、
全
国
で
ド
ク
タ
ー

カ
ー
の
導
入
が
進
ん
で
い
る
。

　

県
内
で
も
既
に
3
台
の
ド

ク
タ
ー
カ
ー
が
運
用
さ
れ
て

お
り
、
医
療
機
関
に
到
着
す

る
前
に
迅
速
な
初
期
診
療
を

行
う
こ
と
で
、
病
態
の
悪
化

を
防
ぎ
、
状
態
を
安
定
さ
せ

る
な
ど
の
導
入
効
果
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
助
け
ら
れ
る

命
を
よ
り
多
く
す
る
た
め
に
、

市
と
し
て
も
ド
ク
タ
ー
カ
ー

導
入
に
つ
い
て
支
援
を
行
う

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

ド
ク
タ
ー
カ
ー
導
入

に
向
け
た
支
援
を

　
　

市
で
は
、
独
自
の
救
急

医
療
体
制
を
構
築
し
、
救
急

救
命
士
が
す
べ
て
の
救
急
車

へ
同
乗
す
る
な
ど
、
救
命
率

の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
導
入
に
つ
い

て
は
、
市
医
師
会
や
救
急
告

示
医
療
機
関
な
ど
か
ら
な
る

宇
都
宮
市
救
急
医
療
対
策

連
絡
協
議
会
に
お
い
て
、
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
を
補
完
す
る
手

法
と
し
て
意
見
が
あ
っ
た
。

今
後
、
他
都
市
に
お
け
る
導

入
の
背
景
や
稼
働
状
況
、
導

入
効
果
、
支
援
措
置
な
ど
に

つ
い
て
調
査
し
、
現
状
分
析

な
ど
を
進
め
な
が
ら
、
市
の

救
急
医
療
体

制
に
お
け
る
ド

ク
タ
ー
カ
ー
の

必
要
性
な
ど

を
明
ら
か
に

し
て
い
く
。

答そ
の
他
の
質
問
項
目

①
市
長
の
政
治
姿
勢（
安
全
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
、餃
子
の

ま
ち
宇
都
宮
と
し
て
の
取
り
組
み
、

道
路
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
ほ
か
）②
多

文
化
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て

③
本
市
農
産
物
の
販
路
拡
大
④
清

原
北
部
地
区
の
土
地
の
有
効
活
用

⑤
小
中
学
校
に
お
け
る
熱
中
症
対
策

問

い
る
ほ
か
、
毎
年
開
催
し
て

い
る
「
う
つ
の
み
や
の
戦
災

展
」
で
も
紹
介
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
養
成
講
座
や
学
校
教
員

を
対
象
と
し
た
地
域
文
化
財

活
用
研
修
で
も
、
大
谷
地
区

の
地
下
軍
需
工
場
を
取
り
上

げ
る
な
ど
、
市
民
や
子
ど
も

た
ち
に
戦
争
の
歴
史
を
伝
え

る
人
材
の
育
成
に
も
取
り
組

ん
で
い
る
。

　

②
詳
細
に
つ
い
て
は
承
知

し
て
い
な
い
が
、
今
後
、
内

容
を
把
握
し
、
対
応
す
る
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
戦
争

の
歴
史
の
周
知
や
、
平
和
の

尊
さ
に
対

す
る
意
識
の

高
揚
を
図

る
取
り
組
み

を
推
進
し
て

い
く
。

　
　

戦
争
遺
跡
の
保
存
と
周

知
に
つ
い
て
聞
く
。

　

①
大
谷
地
区
に
地
下
軍
需

工
場
が
存
在
し
て
い
た
こ
と

を
知
る
市
民
は
少
な
く
な
っ

て
い
る
。
こ
う
し
た
戦
争
遺

跡
を
通
じ
て
戦
争
の
歴
史
を

市
民
に
知
ら
せ
て
き
た
の
か
。

　

②
毎
年
11
月
に
、
民
間
団

体
が
開
催
し
て
い
る
大
谷
地

区
朝
鮮
人
強
制
連
行
犠
牲
者

追
悼
式
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
受
け
止
め
て
い
る
か
。

大
谷
地
区
戦
争
遺
跡

市
民
へ
周
知
を

問
　
　

①
大
谷
地
区
の
地
下
軍

需
工
場
は
、
地
下
の
採
石
場

を
利
用
し
、
軍
用
機
の
部
品

な
ど
を
生
産
し
て
い
た
工
場

で
、
戦
争
の
歴
史
を
物
語
る

遺
跡
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
戦

争
体
験
や
被
害
状
況
な
ど
を

ま
と
め
た
記
録
集
「
う
つ
の

み
や
の
空
襲
」
で
解
説
し
て

答

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
市
長
の
政
治
姿
勢（
憲
法
ア
ン
ケ
ー

ト
、原
爆
被
爆

年
）②
農
業
振
興

（
主
要
農
作
物
種
子
法
の
廃
止
へ
の
対

策
、農
業
分
野
に
お
け
る
E
P
A
の
影

響
と
対
策
な
ど
）③
労
働
行
政（
市
職

員
の
処
遇
改
善
、会
計
年
度
任
用
職

員
）④
L
R
T
計
画
の
問
題（
市
民
合

意
と
市
民
理
解
な
ど
）
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▲うつのみやの戦災展の様子

▲雀宮駅西口駅前広場

全
性
や
円
滑
な
交
通
処
理
に

配
慮
し
て
面
積
を
拡
大
し
て

整
備
し
た
。
し
か
し
、
夕
方

の
通
勤
通
学
の
帰
宅
時
間
帯

は
一
般
車
乗
降
場
で
の
送
迎

車
の
待
機
時
間
が
長
時
間
と

な
っ
て
お
り
、一
時
的
な
渋
滞

が
生
じ
て
い
る
。

　

渋
滞
解
消
に
つ
い
て
は
、

駅
周
辺
道
路
の
拡
幅
整
備
が

完
了
す
る
こ
と
で
、
通
行
空

間
が
確
保
さ
れ
、
駅
前
広
場

と
一
体
的
に
交
通
の
円
滑
化

が
図
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
長
時
間
駐
停
車
し

て
い
る
方
な
ど
へ
、
駅
前
広

場
の
利
用
に
関
す
る
マ
ナ
ー

向
上
に
向
け
た

チ
ラ
シ
の
配
布

や
、
看
板
の
設

置
な
ど
周
知
啓

発
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

　
　

宇
都
宮
工
業
高
校
の
移

転
や
南
図
書
館
の
開
設
を
機

に
、
J
R
雀
宮
駅
舎
は
橋
上

化
し
、
西
口
駅
前
通
り
が
拡

幅
と
な
っ
た
が
、
区
画
整
理

を
行
わ
ず
に
拡
幅
し
た
た
め
、

商
業
地
域
と
し
て
の
機
能
に

乏
し
い
駅
前
通
り
と
な
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
10
台

分
あ
っ
た
自
家
用
車
の
待
機

場
を
少
な
く
し
た
た
め
、
使

い
勝
手
が
悪
く
送
迎
の
ニ
ー

ズ
と
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
お
き
て

い
る
。
駅
前
通
り
の
渋
滞
解

消
に
向
け
た
、
抜
本
的
な
対

策
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

雀
宮
駅
前
通
り

渋
滞
解
消
に
向
け
た

対
策
を
聞
く

問
　
　

西
口
駅
前
広
場
は
、
国

が
示
す
駅
前
広
場
計
画
指
針

に
基
づ
き
、
利
用
実
態
調
査

や
需
要
予
測
、
関
係
機
関
な

ど
と
の
協
議
を
踏
ま
え
、
安

答

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
人
口
減
少
社
会
に
備
え
た
行
政

の
コ
ン
パ
ク
ト
化
②
中
期
財
政
計
画

③
未
相
続
ま
た
は
所
有
者
不
在
の

土
地
・
家
屋
の
問
題
④
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
⑤
ご
み
の
減
量
⑥
L
R
T
事

業
の
全
体
計
画
⑦
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
係
る
予
算
⑧
L
R
T
事
業
で

の
市
民
合
意

※
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